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国内競技団体（NF）の
教育・情報提供・啓発活動における「役割と責務」

・日本スポーツ振興センター
・日本アンチ・ドーピング機構
・統括組織

・国内競技連盟
・都道府県体育協会
・大会組織委員会

日本アンチ・ドーピング規程(2015年）により、「国内競技団体の
役割と責務」として、自己が主体となって教育・情報提供・啓発
活動を積極的に推進することが明示化

全ての関係者が、それぞれの立場で主体的に関与し、
我が国のスポーツの価値の向上のために連携を強化
していくことが求められている。



教育・情報提供・啓発活動における
NFとJADAの役割
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NFとJADAの協働による、競技者/サポートスタッフ等
への教育・情報提供・啓発活動の必要性が更に高まる

2015年の規程により
NFとJADAの役割は明確化される



【NFとJADAの協働】 現在の活動内容の整理
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JADA主催のNF教育
担当者向け講師養成

講習会

アウトリーチの運営支援

加盟団体主催の
研修会への講師派遣

RTPAへの情報提供
（研修会）

JADA主催のアンチ・
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JADAの連携について



NFとJADAの協働
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RTPAへの情報提供
（研修会）

JADA主催の
アンチ・ドーピング研修会

教育・情報提供内容及び
メッセージ配信の共通化
を図るための活動

NF独自の実施が難しい
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JADAの連携 （アウトリーチ/講師派遣）

「競技種目」と「リスク」の2軸で競技毎に分類

Ⅰ～ⅣのカテゴリーにNFを分類（暫定的）
①アウトリーチ ②JADAより研修会講師派遣
については、対応する回数の目安をカテゴリー別に
決定して各団体に連絡。

【リスクの評価要因】
・国内違反
・WADAリスク評価
（身体的や社会的等の観点から）
・JADAリスク評価

【競技（種目）の評価要因】
・マルチサポート事業ターゲット競技種目
（国として求められているプライオリティ）
・オリンピック/パラリンピック種目
・アジア、YOG、RTP種目
アジアユース、国体等
※国として求められているプライオリティから
比重をかけて算定

リスク
高

低

低 高

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅱ
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アウトリーチ ：アスリート協力事例

平成27年度日本パラリンピック委員会選手発掘事業
“ねらえパラリンピック！トライアウト2015”
2015年11月3日＠東京都障害者総合スポーツセンター

協会で作成



アンチ・ドーピング研修会（教育・情報提供）

（※1） 加盟団体/県体協/高体連の活動： 教育キット活用 随時申請可能
（※2） 講師を派遣するターゲット層と回数は、各競技団体と協議の上決定

対象：RTPA、ナショナルチームトップレベルを推奨
注） 2016年3月実施分について、費用は各NF負担となります。
(適応開始月は、年度によって異なりますので、別途ご連絡）

（※3） パフォーマンスレベルの限定なし
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【NFとJADAの協働】 今後の強化エリア
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「質」の向上 各活動の「実施」

 自団体の教育/啓発
活動の年間計画

 自団体の年間計画に
対する実施確認

 年間計画に沿った
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（研修会等の開催）
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フレット、教育キット等）
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平成27年度の「質の向上」に向けた
活動内容 （教材の提供）

・ （仮称）Play True Bookの簡易版
アンチ・ドーピングに関する基本的なルールの説明
対象者： アスリート全般
提供方法： JADAのHPに掲載、データにて提供

・ eラーニング（ALPHA） 日本語版
世界アンチドーピング機構（WADA）が提供している、
eラーニング（ALPHA）の日本語版を提供。
対象者： アスリート全般
提供方法： HPよりアクセス可能

・ ドーピング検査（血液） リーフレット
ドーピング検査（血液）の注意点と検査手順を分かり易く説明
対象者： ドーピング検査対象となるアスリート層
提供方法： JADAのHPに掲載、データにて提供

今年度中に提供予定（以下2点）



平成27年度の「質の向上」に向けた
活動内容 （ノウハウの伝授）

所属団体（NF/都道府県体育協会）が主体となって実施する

アンチ・ドーピング教育活動において、講師として対応する

方々に向けて、教育ツールの活用方法等の情報提供を

JADAが実施することにより、所属団体主体のアンチ・ドーピング

講習会の内容がより充実し、また幅広く展開されることを期待する。
※ 本講習会において、講師を認定することはしていません。

アンチ・ドーピング教育活動の講師養成講習会

第1回 6/18

第2回 11/27

参加人数 参加団体数

113名 NF42、体協15、その他15

21名 NF10、体協6



平成28年度のJADA連携＆サポート
における方向性

平成28年度JADAの教育・情報事業では、
NF等の各団体が教育・啓発活動を独自で
更に推進していくためのサポートを強化して
いく予定です。



平成28年度のJADA連携＆サポート
における方向性 ①

1) （NF内）AD教育活動推進者を対象とする養成講習会
開催： 年３～４回開催予定（5月、7月、10月予定）
内容： 教育キット活用方法についての説明

※本講習会において、講師を認定することはしておりません

２） アスリート向けAD研修会
開催：年4回開催予定（6月、8月、10月、1月予定）

内容：アスリート、サポートスタッフ向けにアンチ・ドーピングに
関する基本的なルールの説明（研修会参加証の発行の検討）

① JADA主催研修会の充実⇒開催回数の増加



平成28年度のJADA連携＆サポート
における方向性 ②

② アンチ・ドーピング教育・啓発活動に関する
手引の提供

NFが主体となりアンチ・ドーピング教育・啓発活動を推進する上でも、各団体が
同じ方向に向かい、ルールを正しく伝える等、ある一定の基準を考慮し活動を
実行していく必要があります。そのために、JADAではNFの活動をサポート
するための「手引」を提供予定です。

（内容例）
・NFがAD教育・啓発活動の計画策定する上でのポイント
（パフォーマンス、年齢等に応じた教育・啓発活動計画の策定等）
・教育・啓発活動を実施する上での留意点
・JADAの教育ツールとその活用方法 等

 事前に様々な方々のご意見等を伺い「手引」を作成
 NF向けに説明会を開催予定 （11月予定）


